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特定農薬（特定防除資材）として指定する際の情報提供について（案） 

 

 

特定農薬の指定に際しては、不正粗悪なものが広範に流通し、農業生産や環境に悪

影響を及ぼすことがないようにするため、製造方法や物質の由来等、指定対象の範囲

を説明する。 

併せて、殺虫、殺菌等の効果が確認された参考となる使用方法※１、使用する際の注

意点等※２の情報を提供する。 

使用者に対してこれらの情報提供を広く行うために、特定農薬の指定に関する告示

改正にあわせて、都道府県や関係団体に通知を出すとともに、農林水産省及び環境省

の HP に当該情報の掲載を行う。 

 

※１ たとえ食品であっても、仮に過剰に散布された場合、問題が生ずるおそれも完全には否定でき

ないので、使用の際は薬害や安全性に注意して使用者の責任において使用するよう、指定の際に

通知や行政指導等で周知することとする（第 11 回合同会合における論点整理１）。 

※２ 特定農薬の指定に際しては、当該農薬に係る他法令等に基づく規制の遵守を徹底することとす

る。具体的には、他法令による規制や業界の自主的な規制等の内容を適宜反映し、通知等により

使用者に対し使用・貯蔵上の注意事項等の指導を徹底していくこととする（第 12 回合同会合にお

ける論点整理２）。 
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